別添様式１
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事件をなくす二つの方法
青森県・弘前市立松原小学校・６年

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひら),平)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(の),野)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(り),里)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(お),桜)
友達のくつがかくされる事件がありました。
その子のくつだけ何回も、何回も。
友達にうらみがあるのか、日常のストレスが友達に向いてしまったのか、ただのいたずらか。全く見当がつきませんでした。これまでの状況をもとに推理してみると、一番犯人がいる可能性があるのはこのクラス。私は怖かったです。何回も同じ過ちをくり返している犯人と一緒に生活していて、ふつうに友達として接しているかもしれないことが。
最初は犯人にすごく腹が立ちました。なんでそんなことしちゃうんだろうと思いました。大切な友だちの物を勝手に盗ってかくして、心を傷つけることは絶対に許せません。みんなも、「ひきょうだよ。」「○○がかわいそう。」「絶対に犯人をつかまえてやる。」と口々に言っていました。みんなは、犯人をつかまえることが一番の解決方法だと思っていました。
でも一人だけ、みんなと少しちがう意見の人がいました。「その人もきっと理由があってやっているんだと思うよ。」こう言ったのは先生だったのです。先生だけは犯人の気持ちを考えていました。私は先生のおっしゃった言葉が気になっていました。そこで、帰って父にこのことを相談してみました。「事件解決につなげるための方法は二つ。一つ目は、『犯人を見つけて事情を聞く。』二つ目は、『みんなで協力して事件自体を起こさせない。』お父さんは事件をなくす事も大事だと思うよ。」父からはそんな答えが返って来たのです。つまり父は先生と同じで「事件がなくなる」事が一番の解決方法だと思っているようです。
結局どちらの解決方法が正しいのだろうか。私は、犯人と被害者、どちらの気持ちにもなって考えてみました。
私は最初、被害者やクラスの事しか考えていませんでした。被害にあったらだれでも悲しいに決まっています。被害者の心の傷はなかなか消えないというのも聞いたことがありますし、もし犯人がクラスの人で、それが分かったら、クラスの中での人との接し方も難しくなってくるでしょう。
しかし、犯人にも理由があるかもしれないというのは考えられませんでした。ただ犯人をつかまえてこらしめて、その後のことは考えていませんでした。もし犯人が分かったとしたら、その後気軽に話したり、一緒に遊んだりすることがしにくくなるでしょう。それ以上に、もし同じクラスの友達が犯人だとしたら、毎日気まずい感じになってしまうのではないでしょうか。私はそんなクラスはいやです。それに、自分達で事件自体をなくすという大きな事も考えられませんでした。そこまで考えてみて、もしかしたら犯人にも何か理由があるのかもしれないという考えも大切だと思い始めました。
クラスでは、先生の提案を受け入れて、犯人探しをやめ、これ以上被害が出ないような対策を取りました。例えば、下駄箱の前を通る時に確認したり、毎日くつを教室に持って来て、みんなの目に届く所に置いておいたり、みんなで一緒に行動して、一人にならないようにしたりしました。その結果、事件が起こらなくなり、解決へとつながりました。
私は、この事件から、二つの事に気づきました。
一つ目は、悪いことをする人にも、理由があるかもしれないこと。
二つ目は、犯人をつかまえるだけがゆいいつの解決法ではないということ。
犯罪・非行をなくすために、犯人を必死に探したり、理由も聞かずに怒ってこらしめている人もいるかもしれませんが、それだけではないと思います。
世の中の犯罪・非行をなくすには、犯人をつかまえることも大事だけど、犯人の気持ちを考えたり、みんなで協力して、事件自体を起こさせないということも同じくらい大事だと思いました。どちらも解決には、周りの人の協力と思いやりが大切だと感じました。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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